
開催期日 
 

２日目 ２月３日（金） 9:50 ～ 16:20 受付 9:30 (予定) 
 

＜研究テーマ＞ 

就労に向けた基盤となる自己肯定感を育むための 

地域協働・共生型活動の開発 
～キャリア発達を促すための教育環境の開発と新たな就労支援の在り方～ 

１日目 ２月２日（木） 9:45 ～ 16:20 受付 9:30 (予定) 
 

文部科学省「キャリア教育・就労支援等の充実事業」 
＜第三年次＞ 

（一次案内） 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年 ２月 ２日（木）～３日（金） 
 

 

会 場 ： 京都市立鳴滝総合支援学校 

内 容 ： ◆公開授業      ９：４５～１２：２５ 

     ◆研究の概要報告  １３：３０～１３：５０ 

     ◆3 校ポスター発表 １３：５５～１４：５５ 
＊鳴滝総合支援学校は病弱（普通科）と職業学科（生活産業科）が共に発表します 

     ◆講 演         １５：００～１６：２０ 

(講 師) 菊地 一文 氏 (青森県教育庁学校教育課特別支援教育推進室指導主事) 

 

 

会 場 ： 京都市立白河総合支援学校 

京都市立東山総合支援学校・養正サテライト施設 

内 容 ： ◆公開授業       ９：５０～１１：４０ 
               会場：白河総合支援学校，東山総合支援学校・養正サテライト施設 

◆３校合同研究実践報告  ※会場：東山総合支援学校 

              １３：３０～１４：３０ 

      ◆講 演         １４：４０～１５：４０ 

          (講 師) 中田 正敏 氏 (明星大学教育学部講師) 

      ◆講 評       １５：４０～１６：２０ 

(講 師) 菊地 一文 氏 (青森県教育庁学校教育課特別支援教育推進室指導主事) 



研究の概要 
 

講師プロフィール 
 

 

 

京都市立総合支援学校 高等部職業学科は，平成 16 年の設置以来，企業との連携による産業現場実習を

中心とした取組（総合支援学校版「デュアルシステム」）や各種検定・資格試験等への取組により，高い就

職率を維持し，職域の開発にも成果を上げてきました。しかし，一方で自分を肯定的に捉えられないこと

で仕事や実生活に向き合うことが難しい生徒も存在し，彼らのキャリア発達支援の在り方が課題となって

きています。本研究では，働くための基盤となる資質や能力を育成するために，「自己肯定感を育む」こと

に焦点をあて，キャリア発達を促すための教育環境の開発と新たな就労支援の在り方について研究するこ

ととしました。 

この 2年間の研究において，「地域協働活動」の有効性について検証を進めてきました。地域の異年齢の

人と共に活動し，互いに必要とし合う関係性を築くことで自己有用感，ひいては自己肯定感を育むことが

できるのではないかと考えています。第三年次となる今年度は，地域協働活動をさらに充実させていくこ

とと合わせて，職業学科３校の教育資源の相互活用を進め，生徒の新しい学びの場をデザインすることを

目指しています。この教育資源の活用については，小学校・中学校・高等学校等，校種を超えた広がりを

視野に入れています（「京都市全域を視野に入れた「職業学科プラットホーム構想」）。 

また，これらの学びの中で生徒がどう育っていったかを語ることでその有効性を示そうと考えています。

そして，障害のある生徒の就労と社会参加をさらに推進することを目指しています。 

 

 

◆中田 正敏 先生  <明星大学教育学部講師> 

神奈川県高等学校教諭，教育庁障害児教育課指導主事，課長代理，県立総合教育センター教育相談部長，

県立平塚盲学校長，県立田奈高等学校長，明星大学教育学部特任准教授を経て現職。 

現職の他，高等学校における特別支援教育の推進に関する調査研究協力者会議メンバー，かながわ生徒・

若者支援センター共同代表等に就かれています。平成28年度全国特別支援学校長会でもご講演されました。 

本研究の「職業学科プラットホーム構想」の今後の展開に向けて，また，高等学校における特別支援教

育について等，今までのご経歴のお立場からご講演をいただきます。 

◇現在の研究テーマ：対話的な関係性を軸としたインクルーシブな学校組織論 

◇著書：「教師のためのチームワークを成功させる６つの技法 

―あなたから始めるコミュニケーションの工夫」（訳）（2015 誠信書房） 

「高等学校の特別支援教育 Q＆A－教師が知っておきたい 70のポイント」（共編）（2013 金子書房） 

 

◆菊地 一文 先生  <青森県教育庁学校教育課特別支援教育推進室指導主事> 

青森県立養護学校教諭，弘前大学教育学部附属養護学校文部教官教諭，国立特別支援教育総合研究所主

任研究員を経て現職。 

現職の他，広島大学大学院教育学研究科非常勤講師，日本発達障害学会評議員等に就かれています。キャ

リア教育，教育課程，自閉症，学習評価等に関する研究に取り組まれ，全国各地で幅広く講演等で活躍さ

れています。 

本研究では第一年次より研究協力者としてかかわっていただき，キャリア教育・就労支援の充実に向け

ての京都市立総合支援学校の教育実践に指導・助言をいただいています。 

◇著書:「実践キャリア教育の教科書」（2013 学研教育出版） 

「働く」の教科書 15 人の先輩とやりたい仕事を見つけよう！（2013 中央法規出版） 

「気になる子のためのキャリア発達支援」(特別支援教育 ONE テーマブック 10)（2016 学事出版） 


